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報告事項

１ 令和５年度２学期いじめの状況調査

２ いじめの未然防止・早期対応の取組
進捗状況と今後の取組
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令和５年度２学期いじめの状況調査

調査対象
柏市立小学校 ４２校：２１,９４8人
柏市立中学校 ２１校： 10,５３８人
柏市立柏高等学校 １校： ８９１人
（児童生徒数:令和５年５月１日現在）

調査時期
令和５年１２月

調査内容
いじめ認知・解消
いじめ追跡調査
学校生活以外で困っていること
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令和５年度２学期

いじめの調査結果(直近３年間 同時期比較) 【小学校】
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令和５年度２学期

いじめの調査結果(直近３年間 同時期比較) 【中学校】
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令和５年度２学期

いじめの調査結果(直近２年間 同時期比較) 【高等学校】
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いじめ認知件数の直近５年間推移(同時期比較)
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いじめの態様【小学校】
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いじめの態様【中学校】
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いじめの態様【高等学校】
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いじめの態様（令和４年度との比較） 令和５年１２月２８日現在
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令和４年度いじめ未解消事案追跡調査
令和４年度末に未解消となったいじめ事案について令和５年度1学期に追跡調査を実施

未解消事案は

引き続き追跡調査を実施

解消の確認のポイント
・心理的または物理的な影響が
止んでいる状態が３カ月継続しているか

・心身の苦痛を感じていないか
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学校生活以外で困っていること

虐待やヤングケアラーの疑い

学校と確認し，関係機関へ情報提供

きょうだいの面倒を
みている

体を触られる

きょうだいや親に
叩かれる

親の帰りが遅い



13

児童生徒の月別自殺者数（全国）［推移］
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令和元年 39 39 38 31 38 26 25 34 48 28 26 27 399

令和２年 36 33 35 25 29 45 38 65 55 41 58 39 499

令和３年 45 37 41 37 49 41 43 38 37 28 48 29 473

令和４年 42 29 48 31 40 62 39 44 57 37 41 44 514
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文部科学省資料（速報値）をもとに作成
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長期休業明けの登校

・児童生徒向け

▶ SOSを出せる相談先の提供

・保護者向け

▶子どものSOSサインに気づく

• 長期休業明けは自殺者数が多い

▶心身ともに負担感が強い
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長期休業前メッセージ

「安心・安全な冬休みを送るために」

２０２３年が間もなく終わるとともに，冬休みに入りますね。

皆さん一人一人にとって，充実した１年の締めくくりとなり，少しでも成長を感じる新年が迎えられることを願っています。

そのためにも，インターネットの利用については，十分気をつけてほしいと思います。

インターネット（スマートフォン等）は，安全に正しく使うことができればとても楽しく，生活の役にたちます。しかし，事件
や犯罪に巻き込まれるきっかけや，ひぼう中傷・いじめにつながってしまう等，とても悲しいことにつながる可能性もあります。
また，自分が気づかない間に誰かを傷つけてしまっていることもあるのです。

特に，ここ最近で増加傾向にあり，大きな問題となっているのは，「裸の画像の送受信」等のわいせつな事柄です。

これらは，児童ポルノ法や迷惑防止条例違反の罪になることがあります。

更に，自分の画像等を一度でも送信してしまった場合は，完全に削除することは極めて難しいため，一生，その画像等が世の中
にあり続けることになります。

もし，困ったことがあった場合は，言いづらい内容であっても，できるだけ早く保護者や警察，先生等の大人へ相談してくださ
い。

周りの人に相談しづらいのであれば，このスタンドバイに相談しても大丈夫です。

私たちは，悩みを抱えている皆さんの力になりたいと考えています。

柏市教育委員会

STANDBYで配信
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長期休業明けメッセージ

「安心・安全な冬休みを送るために」

新学期が始まりました。年末年始をみなさんは，どう過ごしましたか。

学校生活の再開を楽しみにしていた人がいる一方で，連休明けの学校は，「ゆううつで行きたくないな」と思った人
もいるかもしれません。別に，いじめられたり，嫌がらせを受けたりしているわけではないけれど，長い休みが明け
て学校へ行くと，共通の話題で盛り上がるグループが自然とできていて，何となく自分の居場所がないような感じを
受けることはありませんか。

そんな気持ちで学校に行ったあなた。学校を思い出すとモヤモヤして，自宅でゆっくりと過ごしたあなた。ゆううつ
な思いを抱えている人は、きっとあなただけではないですし，先生方は，あなたの顔が見られて，声が聴けて，「良
かった。嬉しかった」と思ったはずです。もし，学校に行って心がモヤモヤしたときは，保健室に行ってみたり，図
書室に行って本を読んだり，いつもとは違う人と話をしたりするといいようです。周りのことを気にしない静かな場
所やホッとしながら話ができる人が見つかるといいですね。 自分の気持ちは口に出したり，ノートやパソコンに書
き出したりしてみるといいかもしれません。できれば，誰かに話を聞いてもらうと，それだけで少し心が軽くなりま
すし，何か変わることもあるかもしれません。ちなみに，このSTANDBYに相談するのもよいです。 心が不安定に
なってしまう時は，一生懸命に「ああしよう。こうしなくちゃ」「この気持ちがバレないように頑張らなくちゃ」と
ジタバタしなくても大丈夫です。 その内，フッと落ち着いて，安心できるときがくるはずなので，今はゆっくり自
分と向き合う時間にし，新しい自分を発見する機会にしてもよいかもしれません。

柏市教育委員会

STANDBYで配信
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２ いじめの未然防止・早期対応の取組
進捗状況と今後の取組

人的配置
・スクールカウンセラー
・柏市教育委員会スクールロイヤー
・スクールソーシャルワーカー
・学級経営アドバイザー・スクールサポーター
・個別支援教員（生徒指導・不登校支援）
・個別支援教員（特別支援）

啓発
・いじめ防止・人権教育『チェンジャーズ』出前授業
・情報モラル教育啓発講演
・SOSの出し方教室（脱いじめ傍観者教育）
・中学生によるいじめ防止サミット
・「STOP！いじめ」リーフレット
・ホウレンソウカード

協議会・研修

・いじめ問題対策連絡協議会

・生徒指導主任連絡協議会

・人権教育担当者研修

いじめ未然防止
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いじめ早期発見・早期対応

いじめ状況調査（年間３回 市教育委員会）次回令和６年３月実施
匿名報告・相談プラットフォーム『STANDBY』
心の健康観察『シャボテンログ』
チームでの指導体制の充実

いじめへの対応

柏市いじめ防止基本方針

令和５年度 改定

柏市HP掲載
学校職員端末から閲覧可能
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詳細について

(1)柏市教育委員会スクールロイヤー
(2)啓発授業の実施
①いじめ防止②情報モラル③SOSの出し方教育

(3)報告・相談プラットフォーム『STANDBY』
(4)中学生による いじめ防止サミットKASHIWA
(5)人的配置
(6)協議会・研修
(7)シャボテンログ・チェンジャーズ
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(1)柏市教育委員会スクールロイヤー

学校
教育委員会

法律相談

教職員向け研修 児童生徒向け
いじめ防止講演

子どもの最善の利益
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いじめ防止（脱傍観者）・早期発見

(2)啓発授業の実施

①いじめ防止授業

SNSトラブルの増加に伴い，授業依頼が増加
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②情報モラル教育啓発講演（柏市少年補導センター）

対象：
市内小中高等学校
（児童生徒・教職員・保護者）

内容：
一人一台端末（PC）やスマートフォンの扱い
インターネット，SNSの危険性
オンラインゲーム利用時のトラブル事例と正し
い使い方について
ネットいじめ 等

・ネットいじめ・SNSトラブル・被害の未然防止
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③SOSの出し方教育 『つらいとき どうする？』

【柏市 福祉政策課】自殺予防対策コーディネーター

講師 悠々ホルン氏（シンガーソングライター）

教職員向け
SOSの受け止め方研修

生徒向け
SOSの出し方研修



24
24

匿名で報告・相談ができる
（一人一台端末スマホ

・PC・タブレット等）

(３)報告・相談プラットフォーム『STANDBY』

本市の取組は 文部科学省より

『1人1台端末を活用した
いじめ・自殺等対策の
取組事例』

として紹介されております。
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『STANDBY』相談状況（直近３か年）

相談件数 ３０５ 件 （令和５年１２月３１日現在 同時期比較）

小学６年：３０件 中学生：２７１件 高校：４件 ※相談のやりとり：１,９６６回

○「いじめ」「部活動」→減少
〇「家庭や生活」「友人関係」→増加
○「その他」…自分自身の恋愛について・性に

ついて・性格について等

R3年度 R4年度 R5年度 前年比

１．本人のいじめについて １２ １９ １５ －４

２．本人以外のいじめについて １１ ７ ２ －５

３．部活動について ２ ５９ １０ －４９

４．ネットトラブルについて ３ ０ ９ ＋９

５．教員の指導について ５ ３９ ４２ ＋３

６．家庭や生活について ６ ２４ ５１ ＋２７

７．学習について 2 １７ １４ －３

８．学校生活について １０ ３２ ２６ －６

９．友人関係 ６ ６３ ９７ ＋３４

１０．身体的なことについて １７ ９ １９ ＋１０

１１．その他の相談について ９ ８９ ２０ －６９

合計(件) ９３ ３５８ ３０５ －５３
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現状における成果と課題

学校の「STANDBY」に対する認知が高まり，教育委員会との連携がスムーズになったことで
心配される事案の早期発見・早期対応に繋がっている。

⇒ 事案の重大化防止に繋がっている

相談件数の増加から，児童生徒がネット上で気軽に相談できるようになっている。

⇒ 相談窓口の一つとして役割を果たせている

「家庭の悩み」や「自身の身体に関する悩み」など，対面では相談しづらいことも
「STANDBY」で相談できている ⇒ 安心して相談できる窓口として定着

成果

「いじめ」のみならず，多様な相談内容に対応できる専門相談従事者の必要性

⇒ 関係機関との連携を強化

相談件数の増加による対応職員の業務が拡大。

⇒ 相談体制の業務委託を予定

これからのSNS相談・対応のあり方 ⇒ ニーズに合わせ，AIの活用も視野に絶えず検討

課題
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令和６年度～『 STANDBY 』業務委託（予定）

児童生徒

柏市教育委員会

相談窓口
（心理の専門家）

匿名報告・相談

お知らせ・一斉送信

各種専門機関

連
携

各学校

連
携

連携
匿名チャット

緊急時は直接電話

対応時間帯の拡大

平日 8:00-22:00

休日17:00-22:00
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(４)中学生によるいじめ防止サミット

R５は平日開催

日時 ：令和５年１１月９日（木）１４：００

方法 ：オンライン開催

テーマ：「いじめと人権を法的視点から考える」

講師 ：柏市教育委員会スクールロイヤー

山岸 丈朗 氏

いじめ防止啓発月間（１２月）に向けた取り組みとして，

市立各中学校生徒代表がいじめ防止について主体的に考え・各校で啓発

当日の様子
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(5)個別支援教員（生徒指導・不登校支援）
スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー

個別支援教員（生徒指導・不登校支援）

スクールカウンセラー

令和4年度より市立全中学校へ配置

⇒児童生徒・保護者・教職員等の相談に対応

令和4年度より市立小中学校へ全校配置

⇒別室登校（校内教育支援センター）の対応

スクールソーシャルワーカー

令和５年度より全市立中学校区へ配置

⇒効果的に活用することを促す
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(6)協議会・研修

生徒指導主任連絡協議会

人権教育担当者研修

テーマ：警察・SSW・民生委員児童委員との連携

テーマ：子どもの人権
講師 法律事務所たいとう 佐藤 香代 氏

学警連小中高情報交換会

テーマ：困難さを抱える子どもや家庭への支援について
講師 市川市よりそい支援事業「がじゅまる＋」 朝比奈 ミカ 氏
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講師
法律事務所たいとう

弁護士 佐藤 香代 氏

こども家庭庁開庁とこども基本法施行
学校現場における
「子どもの人権」を守る意識の醸成

「こどもの権利と学校教育」
‐こども家庭庁開庁とこども基本法施行を踏まえて‐

人権教育担当者研修 令和５年８月２日 開催
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講師
柏市教育委員会 スクールロイヤー

弁護士 松本 尚道 氏

保護者からの要望を整理する
検討する際の留意点 事例をもとに法的視点から考える
検討結果を伝える際の留意点

「保護者からの要望に対応する際の留意点」

生徒指導主任連絡協議会 令和５年１１月２１日 開催
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講師
市川市よりそい支援事業「がじゅまる＋」

総合センター長

朝比奈 ミカ 氏

家族のかたちの変化
課題を抱える子どもたち
「連携」の際の留意点 「つなぐ」ときの視点

「困難さを抱える子どもや家庭への支援について
～事例から見える支援体制のありかた～

学警連小中高情報交換会 令和６年１月１２日 開催
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こどもの自殺対策緊急強化プラン（こども家庭庁）
概要資料より

（7）心の健康観察 『シャボテンログ』

柏市の取組

 1人１台端末を活用し，心身の状態を入力

 話したいボタンで相談できる【SOSの発信】

 不登校児童生徒も自宅から入力可能

 現在市立６校が導入中
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心の健康観察『シャボテンログ』

日々の状態の変化がグラフで
わかり，状態が悪かった時の
状況を自分で振り返ることが
できる。

状態に大きな変化があった時
には児童に声をかけるよう心
がけている。

気持ちが落ち込んでいた時に
先生が話しかけてくれた。

児童生徒が自分の体の状態，
心の状態を客観的に把握
できる。（メタ認知）


